第三章　語彙の練習問題
第一節　語彙と語彙論　語彙の定義とそれに関連した用語の解説。
キーワード（語彙　見出し語　単語　語彙数と語彙量　使用語彙と理解語彙　語彙論の研究分野）
（1） 語彙の定義
・語彙とは、特定の範囲内における見出し語の集合である。(p79)
・見出し語とは、特定の範囲内に現れる各語の代表形である。(p78)
・語彙を構成するもっとも基本的な一つの要素のことを単語と呼ぶこともある。(p79)
・語彙の要素には、形態素、単語、連語などを含む。(p79)

・語彙数とは語彙の集合がいくつあるかを指し、語彙量とは一つの語彙の中の見出し語の数を指す。(p79)
・その人が話したり書いたりする時の語彙を使用語彙、聞いたり読んだりする時の語彙を理解語彙という。(p80)
（2） 語彙論
・語彙論は音韻論、文法論、意味論などとお互いに関連し合っている。(p81)
・語彙論の研究分野は記述的研究、計量的研究、基本語彙の選定、語の出自による分類、位相別記述、

史的変遷についての研究などがある。(p81)
第二節　語構成　語がどのような構造をもっているか（単純語、派生語、複合語）、どのように造られたか（転成語、省略語）について説明している。
キーワード（形態素、語基、接辞、単純語、合成語、派生語、複合語、畳語、転成語、省略語）
（一）構造による分類をしっかり覚えよう。
・語をさらに小さな要素に分けた、意味をもつ最小単位を形態素という。（p83）
・語の意味的中核となり、単独でも語となる形態素を語基という(p84)が、ただし、この中には、「建」「設」のように、単独で語にならず、他の語と結合してはじめて語になる非自立語基というものもある（つまり「建設」は二つの非自立語基が結合してできた複合語になる）。現在、形容動詞の語幹「静か（静＋か）」や形容詞の終止形「白い（白＋い）」などは、形態素同士の結合が強く、日本人の習慣によって、一つの語（単純語）として扱われるが、その他の「静まる（静＋まる）」、「白さ（白＋さ）」などは非自立語基＋形態素として扱われる。
・語基の前後について語を作る形態素を接辞という。前につくものを接頭辞、後ろにつくものを接尾辞という。

・語をその構造の面から分類すると、形態素一つからなる語を単純語といい、二つ以上からなる語を合成語という。

・合成語のうち、語基と接辞からなるものを派生語、語基と語基からなるものを複合語という。(以上p84)
（二）語基の造られ方　
・「場＋合」「郵＋便」のように語基の合成と人々の習慣化によって新しい語基が生まれる場合や、「あらたし→あたらし」のように語音の変化によって語基が生まれる場合、「デモンストレーション→デモ」のように語の省略によって語基が生まれる場合、「おおね→大根→だいこん」のように文字を媒介として語基が生まれる場合がある。(p87)
※場合、郵便、建設、などの漢字語は非自立語基同士の組み合わせのため、複合語として扱われることが多い。
（三）派生語の造られ方

・接辞はもともと独立の語が変化したものもある。(p87)
・「ごはん」「おなか」は習慣によって単純語扱い。(p87)
・語種の面からみれば、接頭辞に多いのは漢語で、和語は少ない。(p88)
・接頭辞には語基の品詞性を変える作用も一部見られる（例：不、非、無など）(p89)

・接尾辞は意味を添えるものと文法性質を変えるものに分けられる。(p90)

（3） 複合語の造られ方
・複合語の要素間には、
「消息不明（消息が不明だ）」「値上がり（値が上がる）」のような「主語－述語」関係
「花見（花を見る）」「目覚まし（目を覚ます）」のような「目的語－述語」関係
「国会議員（国会の議員）」「飲み水（飲むための水）」のような「連体修飾語－体言」関係

「釘付け（釘でつける）」「機械編み（機械で編む）」のような「修飾語－被修飾語」関係などがみられる。(p97)

・複合語の多くには前の要素が後の要素の意味を限定するという特徴がみられる。(p97)
・複合語のうち、同じ要素を繰り返すものを畳語という。(p97)
（五）転成語
・語の転成とは、語が元の形のまま、或いは若干形を変え、意味・機能を変えて他の品詞になることである。(p102)

※つまり、同じ語なのに品詞が違い、意味や機能も違っている場合、その語のうち新しく出来た方を転成語という。
主なものは
①転成名詞（動詞連用形→名詞）例：読む→読み　
判別方法：後ろに助詞がつくか　前に格助詞「の」がつくか？　つけば名詞。

②転成形容動詞（名詞→形容動詞）例：正直だ　馬鹿だ　自由だ　

判別方法：後ろに名詞をつけて、その状態を表す意味になるかどうか　
例：自由の女神（自由を象徴する→×）　自由な女神（女神は自由だ→○）
③転成副詞（いろいろ→副詞）例：事実　実際　よく　はじめて

「よく」の判別方法：うしろに助詞「は」がつくかどうか？つけば形容詞　つかなければ副詞　
※転成語の構造は単純語、派生語、複合語のいずれかに属するので、本来はこれらと区別することはできない。

たとえば、のりまき→のり（で）まく→複合語で転成語　　帰り→単純語で転成語

胸の高鳴り→高く＋鳴る→複合語で転成語　　店の売れ残り→複合語で転成語　

ところが、ある年の試験問題では、区別して出題されていた。
その際、転成語は転成語として、他とは重複せずに記入するようにするべきであろうか。
（六）省略語
・長い語形の一部が省略されてできた新語のことを省略語または略語という。(p107)
・省略語には、
①（アル）バイト、（プラット）ホームのような首切語と、②テレビ（ジョン）、急行（列車）のような尻切語、

そして、③それらを組み合わせたもの、⑤GNPやPTAのような頭文字からなるものがある。(p108)
過去問から
派生語について説明しなさい。（2001年）
答え：派生語とは、語基と接辞によって構成されている語のことである。
以下の単語を語構成の面から分類しなさい。（2003年）

（パソコン　悠々と　本箱　東大　ご飯　心　初仕事　農協　日に日に　細長い　走る　建設　田中さん　いろいろ　高校）

単純語：ご飯　心　走る
複合語：本箱　細長い　建設
派生語：初仕事　田中さん
畳語：悠々と　日に日に　いろいろ
省略語：パソコン　東大　農協　高校
次の単語を語構成の面から分類してください。（2004年）

（山　日独　読む　サボる　山火事　朝晩　梅雨明け　酔っ払い　新製品　帰り　原爆　素肌　親　花見　GNP）

単純語：山　読む　親
複合語：山火事　朝晩　花見
派生語：サボる　新製品　素肌
転成語：梅雨明け　酔っ払い　帰り
省略語：日独　原爆　GNP
次の｛　｝の中の単語を語構成の方面から分類しなさい。(2005年)

｛不器用　花見　旅　原爆　それぞれ　奥さん　気づく　書く　責任者　スーパー　重苦しい　国国｝

単純語：奥さん　書く
派生語：不器用　責任者
複合語：花見　気づく　重苦しい
省略語：原爆　スーパー
畳語：それぞれ　国国
次の（　　）中に入れるのに最も適したものを非、不、未、無の中から一つ選びなさい。（2002年）

（無）責任　（非）常識　（無）愛想　（未）成年　（非、不）合理　（不）器用
（未）解決　（不）注意　（不）自然　（非）現実的

次の語の省略語を書きなさい。（2002年）

東京大学（東大）　原子爆弾（原爆）　テレビジョン（テレビ）　スーパーマーケット（スーパー）
地下鉄道（地下鉄）　プラットホーム（ホーム）　西洋音楽（洋楽）　急行列車（急行）
高等学校（高校）　短期大学（短大）

第三節
語彙の構成　語と語が集まってひとつの集合体を形成する際の基準とは？
キーワード（同義・類義関係　上下関係　全体部分関係　反義・反対関係　同位関係　）
（一）意味による語彙関係
・「牛乳―ミルク」「来年―明年」のように、同一の意味と対応する二つ（或いは二つ以上）の語の相互関係を同義関係という。※但し、それぞれの語間には、語気や時代感、使い方が微妙に異なるものもあり、厳密な意味ではこれが存在するのは不可能である。例：昨日（さくじつ）ときのう、歯科医と歯医者、買い物とショッピング
・いくつかの同じ意味的条件を共有する単語間の関係を類義関係という。共有するものが増えれば増えるほど、同義関係に近づく。(p113) 例：「あがる」と「のぼる」の共通点は下から上への空間的移動、相違点はどこに焦点を置くか。
「うつくしい」と「きれいだ」の共通点は視覚的、聴覚的に心を打つ点、相違点は「きれいだ」には「汚れがない」という意味があるが、「うつくしい」にはないこと。
「きく」と「たずねる」の共通点は分からないことを質問するという意味、相違点は「きく」には耳で感じ取る意味が有り、「たずねる」には「探す」の意味があるが、一方にはその意味がないこと。
・一方の意味範囲が他方の意味範囲を包摂（ほうせつ）する関係のことを上下関係という。(p113)別の言い方をすれば、小さい方（下位語）が大きい方（上位語）の一種であるともいえる。
例：「食べ物」と「パン」　「くだもの」と「りんご」　「食器」と「　　　」　「パン」と「　　　」
・一方が他方の一部分となっている関係、つまり小さいほう（材料）が集まって大きいほう（製品）を構成しているような関係を部分・全体関係という。(p114) 例：「からだ」と「手」「自動車」と「タイヤ」「パン」と「小麦粉」
・共有の意味条件の他に、ある一つの意味条件が正反対である二語の関係を反義・反対関係という。(p114)
例：寝る―起きる　父―母　教える―教わる　長い―短い　得―損
・共有の意味的条件はあるが、厳密には意味が重ならない関係を同位関係という。(p114)

例：児童と生徒と学生　音韻と音声　軽震（震度２）と弱震（震度３）などは日常区別があいまいである。

・ある同一の意味関係に基づいてまとめられる一群の語の集合を「意味分野」または「意味の場」という。(p115)

これを構成する単語の体系には一次元的体系、二次元的体系、三次元的体系の三種類があるほか、文法的意味からまとめられるものもある。(p118) 語は表記や音節の数、アクセントの型などの形からまとめることもできる。(p119)
過去問から

語の意味の側面から語彙の体系を見る場合、語と語の間にはどんな意味関係がみられるか。例をあげながら説明してください。（2004年）

答え：同義・類義関係（牛乳―ミルク、あがる―のぼる）、上下関係（食べ物―ごはん、果物―りんご）、部分・全体関係（からだ―手、メガネ―レンズ）、反義・反対関係（男―女、寝る―起きる）、同位関係（生徒―学生、赤―黄色）
日本語の単語と単語の間にはどのような意味関係があるか、例をあげながら、説明してください。（2003年）

答え：同上
語彙体系において語と語の間にどのような意味関係がみられるか。例をあげながら説明しなさい。(2002年)

答え：同上
「同義・類義関係」という言葉の例を二つあげなさい。（2001年）

答え：牛乳―ミルク、きれいだ―美しい　など
次の語の反対語を書きなさい。（2001年）
生きる（死ぬ）　正当（不当）　太い（細い）　上手（下手）　出る（入る）　
大人（子供）　低い（高い）　有力（無力）　貸す（借りる）　薄い（厚い）

第四節　基本語彙　短い。日本語能力試験の要求する単語量と日本語の語彙との関係も。
キーワード（延べ語数　異なり語数　基本語彙）

・特定の範囲内で何種類の語がつかわれたのかを表す数を異なり語数という。（重複は数えない）(p122)
・特定の範囲内で各語が何回使われたのかを表す数を延べ語数という。（重複も数える）(p122)
文「サイタ　サイタ　サクラガ　サイタ」では、異なり語数は４つ、延べ語数は８つである。
語彙量を数える場合、このうち異なり語数を用いて数える。(p122)

広い範囲にわたって頻繁に使われる語の集合を基本語彙という。基本語彙になるには、
①使用度数が高い　②使用範囲が広い　③語彙量が比較的少ない　という三つの条件を満たす必要がある。(p125)

・日本で出版される雑誌や新聞の内容の９０％を理解するためには、語彙量が一万語必要だといえる。(p127)
第五節　位相　使用者の各属性と使用場面の違いによって言葉がどのように変わるか。記述問題として多く出題。

キーワード（男性語と女性語　共通語と方言　書き言葉と話し言葉　敬語　専門語）
（一）位相
・言葉の使用者の属する地域、社会集団、性別、年齢、職業、身分などの違いや、話し言葉と書き言葉、相手との上下関係などの場面の違いによって用いられる言葉が異なってくる現象を言葉の位相という。(p129)
・「位相」という言葉を日本語研究に用いたのは菊沢季生という人である。(p129)

（二）表現主体による言葉の違い　男性語と女性語、方言と共通語について。
（１）男性語と女性語の違い(p130)
①人称代名詞では、男性が「おれ、ぼく、わし」（第一人称）、「おまえ、きみ、きさま、手前（てめえ）」（第二人称）を使うのに対し、女性は「あたし、あたくし」（第一人称）、「あなた」（第二人称）を使う。
②感動詞では、男性が「ほう、おい、なあ、よう、やい」を用いるのに対し、女性は「あら、まあ、ちょいと」などを使う。

③終助詞では、男性は「ぜ、ぞ、な」、女性は「わ、わよ、かしら、て、こと、の、のよ」などを用いる。

④文体上の違いとして、男性は硬い漢語の言葉や卑俗な言葉をよく使い、感動詞や終助詞を多用せず、露骨な断定的な表現が多い。一方、女性は漢語の言葉や卑俗な言葉を避け、感動詞や終助詞を多用、丁寧で婉曲的な表現が多い。
（２）方言と共通語(p134)
・方言語彙のことを「俚言」、方言音韻のことを「訛」ということもある。
・異なる方言を用いる集団間に共通の第三言語のことを共通語という。
・標準語が東京語を基盤として人為的に作られた理想的な言語であるのに対して、共通語は自然な状態の現実的な言語である。
・共通語に最も近い言葉は東京の山の手の言葉である。
・方言が一般に音声言語のみで、文字で表記されないのに対して、共通語は音声言語のほか、文字言語としても使われている。(p136)
・方言が自然に身につく言葉であるのに対して、共通語は学校教育を通じて義務的に学ぶ、人為的性格の強い言語である。
・方言が家庭内や友人とのくつろいだ会話などでよく使われるのに対し、共通語は公の改まった場面で使われる。
・地方による言葉の差異は語彙、文法、音韻の面に表れる。

・方言間の音韻の違いは、母音、子音、アクセントに表れる。

・方言間の語彙の違いは、意味の拡張・縮小、同形語でも異なる使い方などに表れる。
・方言間の語法の違いは、助動詞、助詞の使い方などによく表れる。

（三）表現様式の如何による言葉の違い
（１）話し言葉と書き言葉(p145－148)

・話し言葉とは、音声を媒介とし、話すことと聞くことによって成り立つ言葉である。
・書き言葉とは、文字を媒介とし、書くことと読むことによって成り立つ言葉である。

・話し言葉は、場面依存性が強く、身振りや表情や眼前の事物のほか、アクセント、イントネーション、プロミネンスが重要な役割を担う。音声を媒介とするので、一回性の結末となる。
・書き言葉は、場面依存性が弱く、文法的正確さ、語彙選択の適切さ、意味の流れの論理性などが重要になる。文字を媒介とするので、時間、空間を越えた伝達が可能である。
（２）敬語（p148－153）

・敬語とは、話し手が聞き手に対する敬意に基づいて選んで表現する言語形式のことである。

・相手に対する敬意や軽卑の気持ちを表す言語表現を待遇表現という。待遇表現には敬語、軽卑語、親愛語などがある。

・学校教育では敬語を①尊敬語②謙譲語③丁寧語に分類している。

・尊敬語とは、聞き手と話題の人やその人にかかわる物事を高めて言い表す敬語表現である。
・謙譲語とは、聞き手や話題の人に対して敬意を表すために、話し手や話し手にかかわる物事をへりくだって言い表す敬語表現である。
・丁寧語とは、聞き手に対して敬意を表したり、改まった気持ちで物事を言い表す敬語表現である。学者によっては「おしぼり、ごはん、お手洗い、おビール」などを美化語と呼んだり、「まいり（ます）、いたし（ます）、ござい（ます）」などを丁重語と呼ぶこともある。

・敬語を使用する場面は主に公の場所や改まった場所であるが、その他、話し手と聞き手に何らかの上下関係がある場面（年上と年下）や、互いの関係に距離を保ちたい場面（夫婦げんか後）でも用いられる。
・敬語使用時の注意点は
①相手と自分との上下関係（話し手、聞き手のほか、話中の人と自分との関係も重要）

②話の場の状態（正式な場面か、プライベートな場面かによって敬語が必要かどうかも違ってくる）

③習慣（ここでいう習慣とは、「内」と「外」の概念と関係がある。特に会社内外での使い分けには注意が必要。社外の人に自分の会社の人間のことを話すときは、一般的に謙譲語を用いる）

具体例：
（１）佐藤部長さんは席をはずしていらっしゃいます。（～さん、いらっしゃる　は尊敬語。）
→部長の佐藤は席を外しております。

（２）参られる時は、お電話ください。（まいる　は謙譲語。相手に対しては使えない。）
→お越しになる時は（ご面倒でも）お電話ください。

（３）今日はお休みをいただいております。（自分の休業日に「お」をつけている。）
→今日は休ませていただいております。

（４）山田課長が「（御社に）明日連絡する」と伝えるようにと（わたしに）おっしゃいました。
→課長の山田が明日連絡を差し上げると申しておりました。
（５）（訪問客に）社内のどなたをお呼びしましょうか。（どなた　は尊敬語）

→誰をお呼びしましょうか。

（６）資料は担当の者からいただいてください。（いただく　は謙譲語）

→資料は担当の者からお受け取りください。

（７）こちらでお召し上がりになられますか。（多重敬語は間違い。召し上がる＋お～になる＋～られる　のうち一つだけ使えばよい）
→こちらで召し上がりますか。

（８）コーヒーと紅茶とどちらにいたしますか。（いたす　は謙譲語　～にする　は相手の行為）

→コーヒーと紅茶とどちらになさいますか。

・敬語を作る接頭辞は一般に和語には「お」、漢語には「ご」がつくが、例外もある。

（３）専門語

・専門語（述語）は専門分野の通達の能率を高めるために、特定の社会で人為的に造られた言葉で、職業や専門を同じくする人の間で使われるものである。

・専門語には、①他の分野から借用したもの、②新しく作り出したもの、③他から形だけ借りて、新しい意味を合わせたもの　などがある。
・同じ意味の語でも、分野によって名称が異なることもある。（具体的例を調べてみよう）
第六節　語種　（p156-172）

・語種とは語彙の構成要素の出自による分類のことである。

（1） 和語（p157-162）
・和語とは元から日本にあった語で、漢字の訓読みの語ということもできる。
・使用場面の点からみると、和語は話し言葉的で、情意表現や位相によるこまやかな言葉の違いを表すのに向いている。

・品詞の面では、和語は助詞、助動詞、接続詞、代名詞、擬声語・擬態語などの副詞によく使われている。
（二）漢語（p162-166）

・漢語とは漢字で書かれ、音読みになる語のことである。※ここでいう音読みとは呉音、漢音、唐音のことで、それ以前に日本に伝来していた語（うめ、うま、やなぎ　等）は和語に含まれる。また、和製漢語（火事、大根、心配、出張　など）も漢語の一種である。
・使用場面の点からみると、漢語は文章語的で、抽象的な概念を表すのに向いているため、専門用語・学術用語によく使われている。
・品詞の面では、漢語は名詞、形容動詞の語幹やサ変動詞などによくつかわれている。
（三）外来語（p166-170）

・外来語とは中国以外の国から取り入れた語で、カタカナ表記のものが多いが、一部それ以外の表記のもの（煙草、硝子、葡萄、合羽、てんぷら）もあるので注意が必要である。
・外来語はスマートな表現や婉曲的な表現によく使われている。
・品詞の面では、外来語は名詞しかないといわれている。
・外国語にある語基で外国語にない複合語が造られる場合、その複合語を和製外来語という。
（四）混種語（p170-172）

・混種語とは二種以上の語が結合した語のことを指すが、外来語＋外来語（和製外来語）をこれに含めることもある。文字の部分で出てきた重箱読みと湯桶読みの語もこれに含まれる。
問題　次の語はA　和語　B　漢語　C　外来語　D　混種語　のどれに属するか記号で答えなさい。

（出張　消しゴム　生ビール　テーマソング　アルコール　荷物　職場　男女　大根　腹　葡萄）

答え：B　D　D　D　C　D　D　B　B　A　C
第七節　語彙の変遷 (p172-p180)
・語彙は時の流れ、生活の変化、社会の変化、外国語の影響などによって変化するが、そのうちの時の流れによる変化を語彙の変遷という

・語の変化には①語形が変わらず、意味だけが変化するもの　と　②意味は変わらず、語形だけが変化するもの　の二種類がある。
・意味の変化には、①意味の拡大（具体→抽象　空間→時間　感覚→感覚　身体→その他）②縮小（用法が狭くなるもの　「つま」など）　③意味の交替（新しい意味が残り、古い意味が消失したもの　「やさしい」など）がある。

・語形の変化には、①添加　②脱落　③交替　④融合　⑤濁音化　⑥転倒　などがある。（詳しくはp31-33参照）
